
市
町
村

項　目 支援制度 区分 制度概要

栽培から販売まで２年コースの実践的研修事業、２週間から３ヶ月の農業就業体験ができるインターン
シップ事業（年間を通じて受入れ）

農地を持たない人が、休日や余暇を利用して野菜や花づくりの「農ある暮らし」を実践

空き家情報の提供

定住の目的で市内に住宅を購入、建設又は賃借する者に対し、その住宅の購入、建設又は改修に要する費
用の補助（限度額200万円）

田舎暮らし体験の実施

農家民泊、農作業、そば打ち、和紙手漉き、魚釣り、温泉、五右衛門風呂などの体験

小学校就学前児の入院・通院医療費の助成

第３子以降の保育料の軽減

延長保育、一時保育、休日保育、病後児保育

ファミリーサポートセンター、ショートステイ等の一時預かり

放課後児童クラブの開設

第３子以上の子育てをしている保護者を対象に認定カードを交付。協賛店舗にカードを提示し、割引やポ
イントサービスなどの特典が受けることが可能

ボランティアサロンの開催

移住定住者（二地域居住を含む）の交流やネットワークを設立

雇用、就労に関する専門の相談員として雇用アドバイザーを設置

情報提供 無料職業紹介の設置

助成 伝統工芸等の後継者の受け入れを行う事業者と研修者に対し助成

農業 認定就農者に対して、就農から５年間のうちの賃借料を助成

空き家情報を提供

町内の民間賃貸住宅へ入居している世帯に助成

県東部以外から転入し住宅を新築した場合、固定資産税の１／２相当額を３年間補助

要件を満たす物件及び利用者に対して補助（上限200万円）

88歳：10,000円、99歳：50,000円、100歳を超えている方：記念品

医療費を義務教育終了まで日当たり530円に軽減

入所時４、５歳の第３子以降子供は保育料が無料

中学生の月額3,000円以上のバス定期代を助成

チャイルドシート・ジュニアシート購入費の助成

インフルエンザ予防接種費用助成

病院・公共施設への送迎サービス（有料）

月２回の食事配達サービス（有料）

人間ドック等検診費用助成

その他 助成 新規創業・開業に係る経費を一部助成

空き家情報の提供

若者定住者に家賃補助（25,000円）

18歳以下の同居人に減額（１人当たり5,000円減額）（最高３人）

体験 田舎暮らし体験の実施

満100歳になれれた方に祝い金（５万円）

保険適用医療費助成（530円分）、薬代は全額助成

小学生2km以上、中学生4km以上の通学について定期券を支給、冬期間は概ね1km以上の通学について定期券
を支給

インフルエンザ予防注射無料（就学前）

放課後児童クラブの開設

インフルエンザ予防注射個人負担（１回当たり500円）

各種
助成

住宅補助

その他

住宅補助

敬老祝金

その他

通学補助

保育料補助

乳幼児等医療費助成

高齢者支援

子育て支援

高齢者支援

空き家物件情報

その他

その他

住宅

農業

農地賃借料助成事業

市民農園

グリーンツーリズム

定住お試し体験

高齢者支援

子育て支援

移住定住
ネットワーク

鳥
取
市

岩
美
町

その他

乳幼児等保育料補助

住宅補助

空き家物件情報

就農研修

住宅

体験

各種
助成

乳幼児等医療費助成
若
桜
町

その他

各種
助成

住宅

空き家物件情報

子育て支援

通学補助

敬老祝金



智頭町空き家バンクで空き家、土地物件を紹介。（個人面談を行うためネット上には載せていない）

介護保険制度の要支援以上の認定者の在宅生活を支援するため、段差解消等居住環境の整備に対して助成

身体障害者手帳１・２級所持者、及び３級保持者の下肢、体幹又は脳原発性運動機能障害の認定を受けた
者、療育手帳Ａの所持者の住宅生活を支援するため段差解消等の居住環境整備に対して助成

新築、購入、空き家改修を行った場合、経費の１／２を１００万円を限度に補助。

平成２１年度で「お試し田舎暮らし住宅」（ログハウス、古民家）を２棟整備中。３ヶ月を限度に居住体験で
きる。

百歳以上の高齢者に対し、町長から祝状及び記念品を贈呈

39万円（平成21年10月～）

乳幼児～中学生まで
外来：1医療機関毎で1日一部負担（530円まで）
入院：1医療機関毎で1日一部負担（1,200円まで）
院外薬局は無料（※ただし、小～中学生までは町内の医療機関限定で償還払）

任意予防接種一部助成（町内の医療機関に限る）（自己負担１回2,000円）

　Ｈｉｂ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン→生後２か月以上５歳未満

　おたふくかぜ・水ぼうそう→小学１年生から中学３年生で

　罹患したことのない児童

妊婦健診１４回助成（多胎の場合プラス５回）

インフルエンザ予防接種助成

その他 健康増進 がんドック：30歳～64歳の住民を対象に実施（自己負担：がんドック8,000円、脳セットドック15,000円）

農業 認定就農者に対して、就農から５年間のうちの賃借料を助成

空き家情報の提供

町内の空き家を購入又は賃借して自ら改修する経費に対して、100万円を限度に１／３を助成

県外から定住する者又は転入後６月を経過しない者

出生した保護者に祝い金を支給（児童１人当たり１0,000円）

修学前児童に対する医療費助成
入院1,200円/日、外530円/日（ただし、１医療機関に４回まで、５回以降は無料）

ひとり親家庭の児童が小中学校入学時に支度金を支給

住民税非課税世帯（15,000円）、課税世帯（10,000円）

町立小・中学校へ遠距離通学する児童・生徒の保護者に対し、通学費の全部又は一部を補助

旧地対財特法に定めた対象地域の住民で、高等学校及び大学等の教育を受ける能力を有しながら経済的な
理由で進学が困難な者に対し、進学奨励資金を支給

（就学援助制度）経済的に教育費の支払いが困難な保護者に対し教育費を援助

農業 認定就農者に対して、就農から５年間のうちの賃借料を助成

空き家情報の提供（くらよし空き家バンク）

①市外在住者、②市内在住の35歳以下の人がくらよし空き家バンクを利用して空き家を購入した場合に助

成金（15万円）

お試し定住が可能

そば打ち体験、あぶら揚げ作り体験等

第３子以降を出産（届出）された方に給付金（20,000円）

小学校就学前及び小学校就学児童が通院・入院された場合に、医療費等を助成（自己負担額：通院１回あ
たり530円（１医療機関月４回2,120円まで）、薬局無料、入院医療費１日1,200円）

片道の通学距離が小学校の場合は４キロメートル以上、中学校の場合は６キロメートル以上で、当該通学
のために乗合バス、その他の通学方法をとる児童及び生徒に補助金を支給

５年以上前から倉吉市内に住所を有する者の子を対象に、経済的理由により修学が困難であると認めら
れ、他から同種類の奨学資金の貸与又は給付を受けていない者で学校教育法に規定する短大・大学・大学
院・専修学校の専門課程（修業年限が２年以上のみ）に修学する者に対し支給（月額40,000円）

妊婦又は小学校就学前のお子様がいる世帯に協賛店から特典サービスが受けられる子育て応援カードを配
布

倉吉市に住所がある２歳未満の乳幼児に市指定ごみ袋の無料配布（出生児：100枚、転入者：０歳→100
枚、１歳→50枚）※いずれも１回限り

小中学校に同一世帯から同時に３人以上在籍している場合、第３子以降の児童の給食費の月額を３割減免

その他 税額免除 35歳以下の人が住宅を新築した場合、３年間固定資産税を減額

智
頭
町

空き家物件情報

住宅補助

その他

奨学金

入学祝

農地賃借料助成事業

農地賃借料助成事業

乳幼児等医療費助成

出産祝金

住宅補助

通学補助

高齢者支援

子育て支援

奨学金

乳幼児等医療費助成

その他

各種
助成

体験

住宅

その他子育て支援

各種
助成

空き家物件情報

出産祝金

敬老祝金

その他

住宅

各種
助成

住宅

その他

八
頭
町

倉
吉
市

グリーンツーリズム

空き家物件情報

定住お試し体験

乳幼児等医療費助成

通学補助

住宅補助

出産祝金



小中学生等医療費助成制度(小中学生の医療費の一部を助成)

所得や家庭状況により、減額措置あり

遠距離通学の小中学生に対して通学費の一部を補助

高等学校３年間について奨学資金を貸付

農業高校等の農業関係課程在学者に対して奨学資金を給付

放課後児童クラブ

空き家情報の提供

高齢者住宅整備及び障害者住宅整備に係る補助

敬老祝品支給による祝い品の支給
敬老福祉年金支給条例により年間36,000円支給

平成16年10月1日以降に産まれた第3子以降の児童の保護者に支給（10万円）

小学校就学前の乳幼児に対し、予防接種費用の半額（上限1,500円、乳幼児一人につき同一年度に2回3,000
円まで）助成

兄弟姉妹が一緒に入所、第3子以降の児童入所の場合有り

平成17年4月1日以降に小学校に入学する第3子以降の児童入所の場合10万円

湯梨浜町遠距離児童通学費補助交付規程により助成

鳥取県育英奨学資金を申請し、受けられなかった者で貸付条件に合致する者に貸与
国公立大学5万5千円、私立9万円、国公立高校3万円、私立5万円それぞれ月額貸与

町就学援助制度により学習費、修学旅行費等の一部助成

ファミリーサポートセンター、放課後児童クラブの設置

長期定住及び就農の意志を持ち農業に従事する新規就農者等に交付金（月額10万円を３年間交付）

研修期間に応じて、滞在経費の一部助成や住宅の紹介、研修受入先の紹介等

定住・就農のための交付金（月額10万円を１年間）

町が借り受けしている農園を希望者に貸し出し（１区画平均約70㎡、3,000円／区画／年）

空き家情報の提供

登録してある空き家に町外から転入した場合、奨励金を支給

きらりタウン赤碕の分譲地を購入し入居者に交付金（60万円）（～H27.3.31）

槻下団地の分譲地を購入し入居者に交付金（60万円）（～H22.3.31）

農業を専業で営む者が結婚された場合、結婚祝い金（１組 10万円）

第３子以降の保育料を無料
ただし、同時に複数の児童が入園している場合は、保護者負担の大きい児童から順に無料）

町内の「空き家」情報を収集し、ＨＰで公開・情報を提供

平成22年３月31日までに「北栄町空き家情報バンク」を通して空き家を購入または賃貸し、北栄町へ転入
した利用登録者およびこの利用登録者に空き家を売却または賃貸した空き家登録者それぞれに移住奨励金
を交付

妊婦の方は妊婦一般健診を公費で受けること可能（助成回数は最大１４回）

妊娠の届出のときに渡す妊婦歯科健診受診券で無料で歯科健診を受けること可能

放課後児童クラブを開設

認定就農者等に対して、就農から５年間のうちの賃借料を助成

農業者以外の人々の、野菜や花等を栽培し自然に触れ合いたいという要望に応え、農業に対する理解を深める。１
区画が約３０㎡で、現在１１３区画を貸し付け運営

就農希望者に米子農業改良普及所等を通じて先輩農家を紹介し、農業経験のない人を含めて農作業等を体験

未就学児までの特別医療費助成

保育園及び幼稚園において、第３子以降の保育料を軽減

子育てに関する情報提供、子どもや保護者同士の交流等に対する支援

援助会員による一時的な子どもの預かり、保育施設への送迎等の子育て支援

介護予防の必要性を理解し、実践的な技術を学びサポーターが中心となり地域での健康づくり活動に取り組む

新たに商売を始めようとする人に商売のノウハウを習得していただくため、少ない負担で商売が実践できる仮店舗
「チャレンジショップ」を設置

地域づくりのリーダーとなる人材の育成と支援

認定就農者等が借り受ける農地の賃借料を就農から5年間、全額助成（上限年額20万円）

認定就農者等が借り受ける借家の改造費や家賃の一部を就農から5年間助成
（借家改造費の補助：1戸当たり上限100万円、家賃の補助：月額２万円）

市内３箇所、一区画10坪（33m2）、年間使用料2,000円

中学生以下の子どもとその保護者が対象
一畝（25m）に自由に作付け可能（期間：6～10月、使用料：1,000円、技術指導有）

国民健康保険の被保険者が出産した場合、当該被保険者の属する世帯の世帯主に対し、出産一時金を支給
（38万円）

保育料徴収基準額が国の基準額に比べ安い

高等学校に在学する者で、一定の条件を満たせば月額9000円以内を貸付

休日保育、一時保育、病児・病後児保育、延長保育、ブックスタート、読み聞かせ等

針・灸・マッサージ施術費助成、軽度生活援助、安否確認ヘルパー派遣等

その他 助成 福祉タクシー料金助成等

保育料補助

奨学金

保育料補助

住宅補助

高齢者支援

子育て支援

子育て支援

空き家物件情報

乳幼児等医療費助成

市民農園

出産祝金

結婚祝

市民農園

親子ふれあい農園

住宅補助

空き家物件情報

子育て支援

奨学金

通学補助

入学祝

乳幼児等医療費助成

奨学金

保育料補助

保育料補助

通学補助

敬老祝金

住宅補助

出産祝金

就農者定住

定住促進

就農研修

空き家物件情報

子育て支援

その他

各種
助成
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町

湯
梨
浜
町

琴
浦
町

就農住宅整備

農地賃借料助成

その他

各種
助成

住宅

住宅

各種
助成

農業

北
栄
町

境
港
市

農業

その他

各種
助成

住宅

その他

米
　
　
子
　
　
市

保育料補助

その他

子育て支援

高齢者支援

その他

農業

農地賃借料助成事業

市民農園

就農研修

各種
助成

医療費助成



これから営農を目指そうとする方を対象
農業の基礎知識、ノウハウに関する講座、実習等（実習用ほ場を準備）

乳児から中学生に係る医療費の一部助成

第３子に係る保育料を１／３に軽減

高等学校：月額8,000円、高等専門学校：月額8,000円、大学：月額25,000円
※別途、農業後継者養成奨学資金給付制度あり

放課後児童クラブの設置

介護予防・地域支え合い事業

登録のある空き家・空き地について、利用登録者に物件情報の提供、物件見学を実施

宅地分譲事業：温泉つき宅地を整備し分譲を実施

敬老会の実施

米寿を迎えられた方に祝状・記念品を贈呈

百歳を迎えられた方に祝状・記念品を贈呈

就学前児童の保険診療分の通院・入院費を助成

小中学生の保険診療分の通院・入院費を助成

妊娠中の産婦人科等での検診費を助成（14回分）

保育士が遊びの場を提供し、妊産婦や家庭で保育している方、地域の方々の交流を図る

地域で、子育てのお手伝いを希望する方にお手伝いが可能な方を仲介（負担あり）

チャイルドシート購入費の助成、短期貸出の実施

延長保育、乳児保育などの実施

放課後の学童保育を実施

住宅
町内に新たに土地及び住宅を取得された方を対象
５年間固定資産税相当額を定住促進奨励金として交付

体験 季節により、田植体験、稲刈り体験

乳幼児に記念品を贈呈

小・中学生を対象とし、通院医療費の自己負担額から通院１回につき530円を控除した額の半額を助成
（院外薬局は半額）

保育所に3人以上同時入所の児童の第3子以降を無料とします。
平成23年度まで、保育料を2割程度軽減しています。

遠距離から通う児童生徒にバスの通学定期券を支給

高校に通学する生徒で一定の要件を満たす場合に進学奨励を支給

一時的に子供の世話を実施（有料）
子供一人当り１時間500円（平日7:00～19:00   それ以外の時間帯以外は600円）

絵本の進呈（10か月、1歳6か月、3歳健診の対象児に、発達にあった絵本を2冊選び進呈）

その他 助成
特別支援学級に就学するお子さんの希望者を対象
学用品費、給食費、修学旅行費、校外活動費等の一部を助成

農地の賃貸借に対する助成（認定農業者・県事業）

水田の賃貸借に対する助成（認定農業者以外の農業者）

敬老会の補助（対象：集落単位）

出生子１人に対し祝金を支給（30,000円）

妊娠中の産婦人科等での検診費を助成（14回分）

妊婦さんへのマスク・消毒液の無料配布

小学生を対象に通院医療費助成及び入院医療費助成（入院は非課税世帯）

ひとり親家庭の保護者と１８歳未満の子供を対象に通院医療費助成及び入院医療費助成
（児童扶養手当の所得制限以下の者に限る）

第３子に係る保育料を助成

保育所に３人以上同時入所の児童の第３子以降は無料

ひとり親家庭の小・中学校入学者へ支度金を支給（非課税世帯のみ）

小中学生は町内全域スクールバスで対応（無料）

放課後児童クラブの設置

チャイルドシートの貸出

インフルエンザ予防接種費（６５歳以上）

介護予防教室

健康運動教室（集落単位で実施）

重度要介護高齢者の介護用品の支給

はり・きゅう・マッサージ施術費助成

高齢者住宅改良助成

通学補助

グリーンツーリズム

子育て支援

奨学金

子育て支援

出産祝金

保育料補助

乳幼児等医療費助成

土地取得等補助

乳幼児等医療費助成

保育料補助

空き家物件情報

その他

敬老祝金

乳幼児等医療費助成

奨学金

子育て支援

高齢者支援
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乳幼児等医療費助成

保育料補助

入学祝金

通学補助

子育て支援

高齢者支援



研修生を全国公募、選任の指導者を配置し、年間を通じた研修カリキュラムを通じ、新たな後継者の育成
を図る（事業主体：財団法人日南町地域振興公社）

認定就農者を対象に農地賃借料を助成（年間限度額20万円、５年間まで）

空き家情報の提供

結婚祝金、出産祝金、定住奨励金の受給要件を満たした者の住宅の新築、取得、改修に係る助成（経費の
１／１０　上限30万円）

町産材を使用し、町内製材所で製材し、町内工務店等で木造施設（５㎥以上）を建築したとき（１㎥あた
り１万円　上限40万円　ただし、賃貸目的の住宅は除く）

定住の意志のある者で、町内に居住する新規学卒者または本町に転入した50歳未満の者が、町内または通
勤できる町外の事業所に就職して３年を経過したとき（10万円）

認定就農者を対象に農地賃借料を助成（年間限度額20万円、５年間）

定住の意志のある者同志が結婚したとき（３万円）

定住の意思のある者が出生届を提出し、受理されたとき（２万円）

妊娠中の産婦人科等での検診費を全額助成（14回分）

町内在住者または出身者で、大学・専門学校に在学する者に無利子で奨学金を貸与（40万円／年）。奨学
生は10年以内に奨学金を返還。

町内に定住する農林業後継者の育成を目的に、全国から農林業経営を志す人材を公募、専任の指導者を配
置して、年間を通じたカリキュラムを通じ、農林業技術の習得をサポート（事業主体：財団法人日南町振
興公社　研修手当11万円／月　社保・雇用・労災保険加入）

乳幼児期の特別医療終了時から、中学校修了までの医療費の一部助成

助成
雇用を増大と産業の振興を目的に、工場や事業所の新増設、または新たな経営の取り組みを行う企業に対
し、工場等の用地取得費（土地代の１／２以内　上限２千万円）、用地賃借料（賃借料の１／２以内　上
限20万円／年　最長５年間）、調査研究費（直接経費の１／３以内　上限50万円）を助成

支給 乳幼児（３歳まで）子育て中の家族を対象に可燃ゴミ袋を無償配布（年間100枚まで）

補助 家庭用ゴミ処理器購入費用を補助（購入費の１／２　上限20,000円）

住宅 空き家登録制度を活用し、物件の紹介、斡旋

その他 町内小中学生の遠距離通学者に対しバス代の助成

節目該当者（77,80,88,99,100歳）及び95歳以上の方に記念品を贈呈

100歳以上の方を介護している方に、手当金を支給（年額20,000円）

出生子1人に対し祝金を支給（10,000円）

インフルエンザ予防接種費を助成（１／２）（ただし、生後6ヶ月から中学3年生までを対象）

ひとり親の家庭に医療費を助成（自己負担額の１／２）

国の基準額より低額の町独自の基準額を設定

また、第２子以降の保育料を大幅に軽減

ひとり親家庭の小・中学校入学者へ支度金を支給（ただし非課税世帯のみ）

バス通学をする児童・生徒に対してバス料金を全額補助

出生の時にゴミ袋無料で配付

1歳未満の世帯へ「奥大山の水」を配布

肺炎球菌ワクチンを助成（3,500円）（ただし、75歳以上）

高齢者インフルエンザ助成（課税世帯1,000円、非課税世帯500円）（65歳以上）

入学祝

保育料補助

乳幼児等医療費助成

高齢者支援
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